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１ 研究の概要 

日常生活空間における血糖値モニタリングを可能にする小型中赤外分光器の開発 

 

２ 研究の目的と背景 

近年糖尿病患者数が増加の一途を辿っている中、糖尿病患者が日常的に行っている血糖値計測

では食事毎に指に穿刺して血液採取を行わなければならず、痛みによる精神的ストレスが大きな

負担となっている。また、健常者の中に食後の短時間で血糖値が急上昇する血糖値スパイクと呼

ばれる症状を持つ糖尿病予備軍が存在するとされており，彼等に発病の危険性を未然に報せて

予防を促すことも重要視されている。そこで、レンズ3枚からなる豆粒サイズまで小型化が可能な

ワンショットフーリエ分光法とレンズ1枚からなるポイントワンショット分光法を提案した。 

 

３ 研究内容 

ワンショットフーリエ分光法及びポイントワンショット分光法は空間的位相シフト干渉法

に位置づけられる技術である。ワンショットフーリエ分光法は対物レンズと、シリンドリカ

ルレンズの結像レンズの間に、平面ガラスと傾斜ガラスを組み合わせた相対傾斜位相シフタ

ーを導入しただけの極めてシンプルな光学系で構成している。2次元アレイデバイスの1軸を

位相シフト量に割り当てた干渉法であり、試料面の1ライン上の分光特性を1画像で取得でき

る。また、ポイントワンショット分光法は背面を2軸周りの傾きを持ったウェッジプリズム

の形状にした対物レンズ1個と2次元アレイデバイスのみの光学系で構成している。水平方

向x軸と垂直方向y軸の2軸周りの自由度で物体光束の半分ごとに相互に傾けて結像面上で

交わらせるため，斜め方向に明暗縞が傾いた2次元の干渉縞としてインターフェログラムを

取得できる。 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかー展望 

「見えない光（赤外光）で何気なく見守る」安心安全・持続可能な超スマート社会実現の共通基盤

技術が確立できる。特に、中赤外光を耳たぶに照射するだけで体内の血糖値（グルコース濃度）

を計測する非侵襲血糖値センサーの実現が可能となる。家庭に導入可能になる10万円以下の小

型中赤外分光器は、尿中の糖や蛋白を計測するスマートトイレなどへの搭載も期待できる。将来

は、スマートフォンに搭載することにより各種ネットワークと結んで、個人の健康を統合的に管理で

きるパーソナルヘルスケアレコードの構築に大きく貢献したい。 

 



５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

本技術の元になる手のひらサイズの２次元分光イメージング技術には２００１年に基本特許を

出願して、文部科学省 産学官連携イノベーション創出事業費（独創的革新技術開発研究提案公

募制度）、NEDO平成16年度産業技術研究助成事業、JST研究成果展開事業【先端計測分析技

術・機器開発プログラム】、科学研究費補助金 基盤研究（B）などのご支援を頂いてきた。今回の

研究では、これらの２次元分光イメージングの研究成果に基づいて、更に日常生活へ適用可能と

なる豆粒大で低価格なポイント（０次元）ワンショット分光技術へ展開した。 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

試作分光器3種類 



 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 
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